
別紙２

　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

 27 年 10 月 16 日

)

名 27 年 4 月 1 日

基　本　調　査　票

本調査票の記入日： 平成

設置・運営主体
美田　智幸

　設置主体

　経営主体 美田　智幸

事業所名
さんぴこ保育園 種別 小規模保育

（施設名）

所在地 〒 341-0003
埼玉県三郷市彦成1丁目100番地

電　話 048-960-0145

FAX 048-960-0445

Email sanpikoyoiko@gmail.com

ＵＲＬ http://sanpiko.com/

施設長氏名 美田　智幸

調査対応担当者 美田　智幸 （所属、職名： 施設長

利用定員 19 開設年 平成

理念・基本方針

運営方針
1　一人ひとりの成長にあった保育サービスを行う
2　利用者が安心して子どもを預けられるよう「利用者本位」の視点をもって相互の信頼関係を築く
3　地域における社会情緒に目を向け、地域、利用者と共に子育て支援を行う

保育方針
1　子ども一人ひとりが主役になれる保育園
2　「安心」「安全」「愛情」を子ども、保護者に与えられる保育園
3　地域の方と共に成長できる保育園

　　開所時間
月～土　7：00～19：00　※延長保育　7：00～7：30、18：30～19：00

（通所施設のみ）



【利用者の状況に関する事項】 　 　

【職員の状況に関する事項】

○保育所の場合

） 人

人

人

人

人

) 人

人 人

人 人

歳 （

年 （

○保育所の場合（通常保育）

定　員 利用児童数 クラス数
１クラスあたり
平均児童数

１クラスあたり
平均保育士数

０歳児 4 4 1 2

１歳児 8 8 1 3

２歳児 7 7 1 2

３歳児

４歳児

５歳児

計 19 19 3 － －

（注）１クラスあたり平均児童数は２クラス以上ある場合に記載。非常勤保育士等については常勤換算で
計算。異年齢児クラスはその区分ごとに記載。

常勤職員数 9 人

うち
保育士 7 人 保健師・看護師 　 人

栄養士・調理員 1 人 その他（ 施設長 1

非常勤職員数 4 （常勤換算 0.5 人）

うち

保育士 2 （常勤換算 0.3 人）

保健師・看護師 0 （常勤換算 0 人）

栄養士・調理員 2 （常勤換算 0.2 人）

その他（ 　 （常勤換算 人）

（注）常勤換算計算式　　非常勤職員：それぞれの週あたりの勤務延時間数の総数÷当該保育所の常
勤職員が勤務すべき時間数。栄養士・調理員：調理業務を委託している場合には「委託」と記載。

（２）前年度採用・退
職の状況

採用 常勤： 0 非常勤： 0

退職 常勤： 0 非常勤： 0

（３）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均年齢 36 36 歳）

（４）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均在職年数 1 1 年）

（注）現在の保育所での在職年数。ただし、同一の運営主体(法人・自治体)内の児童福祉施設間の異
動は通算可(公営の場合には保育主管課在職期間も通算可）。小数点以下第二位を四捨五入。



【本来事業に併設して行っている事業】

（保育所の場合）

）

 人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

事業名 実施の有無 利用料

　乳児保育 ○ －

　延長保育 ○ 月極30分1,500円、60分2,500円、臨時200円

　休日保育

　障害児保育 －

　一時保育

　地域子育て支援センター

　乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）

　アレルギー等対応給食 ○ －

　その他（事業名：

（注）実施事業には有無欄に○を付し、利用料を記載する。自主事業も含む。

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

・平成 27 年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

0

・平成 27 年度における実習生の受け入れ数（実数）

社会福祉士 0

介護福祉士 0

その他 0



【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

○保育所の場合

（１）建物面積
　　（保育所分）

　 162.42 ㎡

児童１人あたり 8.55 ㎡（計算式：建物延べ床面積合計÷定員）

（２）園庭面積
　 73 ㎡

児童１人あたり 3.84 ㎡（計算式：園庭面積合計÷定員）

（３）耐火・耐震構造
　耐火

　耐震

（４）建築（含大改築）年 平成 27 年

１．はい２．いいえ

１．はい２．いいえ



【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

【第三者評価の受審状況】

　・受審回数（前回の受審時期）

回 年度）

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどのよ
うな取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

・随時の個人面談
・保護者と保育士の連絡帳やお迎え時の対応時

　貴施設（事業所）の特徴的な取り組み等について具体的にご記入ください。

・自然と共にをコンセプトに、草木に触れたり、虫を見つけて触ったりすること。
畑やプランターでトマト・ピーマン・ナス・ジャガイモ・サツマイモなどを育てて子どもと一緒に収
穫している。また保育室から給食の作る様子が見れるよう子ども目線の窓を設けて子どもの目や鼻な
どから食に対する意識を高めている。

・保育園ではリトミック・体操・英語とカリキュラムを入れている。体験・経験をするということを
第一に考え子どもが楽しむ事を意識して講師・保育士共に取り組んでいる。

0 （平成


